



The purpose of this study is to examine how the changing function of the financial accounting 
correlate with the monetary system in the first decade of the Meiji Restoration. At the beginning of 
the Meiji era, the monetary system was in discord.  The issuance of non-convertible paper money 
by the new government then disturbed the system more than ever before. To put the monetary 
system in order was the most significant economic policy for the government.  With the enactment 
of the new banking law in 1873, the first accounting regulations were introduced along with that 
policy.
It was important to show that the new bank could prove that it was as an independent entity, 
assuming the obligation for the conversion.  The financial accounting system had the function of 
making this point apparent to the public and this transparency in turn showed that the reserves for 
the conversion were not enough.
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明治2年 明治３年 明治３年 明治3年 明治3年 明治３・４年
11・12月 １・２・３月分 ４・５・６月分 ７・８・９月分 10・11月分 12・1・2・3月分
社中一同元建金(両．分朱) 442,350 454,875 454,875 462,850 690,000 902,000
000,003)朱分．両(分之貸浜横































52.03720.79891.13192.482 ）〕）厘分．文（永〔（　　　  
枚003枚003枚05）銀洋(　　　　
横浜会社ヨリ利息受取高(両．分朱) 6,000
貸附金利息取立高(両．分朱) 4,898.1 31,492.1 42,642.1 64,419.3 75,470.12 77,700.3
















　　　　　　〔永（文．分厘）〕 25.00 195.70 236.21 33.61 216.04
会社諸入用三ツ割一分(両．分朱) 199 1,325.2 4,066.1 11,607 11,480 12,313.3
　　　　　　〔永（文．分厘）〕 25.00 195.70 236.20 33.61 216.04
社中割賦金三ツ割一分(両．分朱) 199 1,325.2 4,066.1 11,607 11,480 12,313.3
　　　　　　〔永（文．分厘）〕 25.00 195.70 236.20 33.61 216.04
流通為替札（元方為替札－為替札有高） 322,047 774,000 943,967 822,250 1,094,500 747,200



























政府は為替会社の失敗を踏まえて，新たな金融機構創設に着手し，1872（明治 5）年 11 月に国立銀行会計























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表２ 第一国立銀行 半季実際報告                           （単位：円） 
Ｍ６．12.31 M7.6.30 M7.12.31 M8.6.30 M8.12.31 M9.6.30





























公債証書 118,120.78 754,077.70 717,693.00 782,995.00 870,419.72 1,042,446.58
新公債証書百円ニ付五十六円六十銭ノ割合 45,110.97 564,392.33
旧公債証書百円ニ付十九円三十銭ノ割合 73,009.81 189,685.37
地金銀 2,126.95 34,527.19 53,342.00 126,314.00 62,758.32 46,153.70
質物流込 0.00 0.00 0.00 702,687.00 852,687.87 12,687.87
家作
地所




補正勘定 45,750.00 6,967.95 45,268.19
総計 12,420,567.32 13,711,794.10 9,321,261.00 9,674,478.00 8,357,123.87 7,251,974.33




本社紙幣流通高 753,195.00 1,002,977.00 460,796.00 190,694.00 779,279.00 883,634.00





















別段預金 11,271.24 27,028.00 39,036.00





前半季繰越 27,362.04 33,775.00 21,592.00 22,532.67 17,570.55




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 銀行 半季実際報告                                 ：円） 












金銀有高 74,414.44 861,842.69 185,206.24









総計 502,735.17 1,242,563.67 654,005.16












































































































＊ 2 各国公使からの抗議は『大蔵省沿革志』に詳しい。特に明治 2年に太政官札の最高発行額を規定し、明治 5年
までに新鋳造貨幣と兌換することの通告に対して、イギリス公使は厳しい批判を加えている。大内・土屋〔1932〕、
58 － 59 頁。
＊ 3 主に、片野〔1968〕、〔1976〕、久野〔1987〕、〔1992〕の研究。
＊ 4 拙稿〔2009〕。
＊ 5 日本銀行調査局〔1955〕、第一巻『会社全書』解題 4頁。





＊ 8 為替会社の機構の作図は、第一銀行八十年史編纂室〔1957〕36 － 40 頁、前掲“東京為替会社規則”を参照。
＊ 9 為替会社規則中、第十三箇条。大蔵省明治財政史編纂会〔1972〕、337 頁。
＊ 10 為替会社が株式会社に準じた組織であるのかについては、株式会社をどのように定義するのか、ということに
より相違があるため、必ずしも統一された認識ではない。
＊ 11 大蔵省明治財政史編纂会〔1972〕、350 頁。
＊ 12『銀行全書』は、日本銀行調査局〔1955〕第一巻・第二巻で、上・下として編纂されており、東京為替会社の勘
定調書は下の 5～ 17 頁に記載。
＊ 13 日本銀行調査局〔1955〕、第五巻、24 ～ 42 頁。
＊ 14 旧幕時代の金銀銭の三貨制度から維新期の両体系による通貨統一については、山本〔1994〕59 ～ 66 頁















＊ 20 第一銀行八十年史編纂室〔1957〕454 ～ 459 頁
＊ 21 当時の新潟県下では「新潟県治報知」が明治 7年に創刊されており、太政官や諸官省・県の布告などを隔日ま
たは毎日頒布しており、第四銀行は、明治六年に発起公告、7年には開店取引方法の告示を掲載しているが、決
算報告の掲載は明治 10 年までの発刊には無い。しかし、久野 [1987] は第二回の半季報告について、「すくなく
とも、この損益勘定の名称や様式あるいは文言等から推論すると、明らかに「新聞掲載決算公（広）告」のス
タイルである。」と記述している（137 頁）。
＊ 22 西川〔1993〕38 ～ 39 頁
















The Transformation of the Financial Accounting Function after the Foundation of National Bank
久野秀男〔1987〕『わが国財務諸表制度生成史の研究』学習院大学。
――――〔1992〕『会計制度史比較研究』学習院大学。
松成義衛、三輪悌三、長幸男〔1959〕『日本における銀行の発達』青木書店。
山本有造〔1994〕『両から円へ―幕末・明治前期貨幣問題研究―』ミネルヴァ書房。
